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①開会挨拶（教育施設担当課長）

②アンケート結果（地域の皆様向け）

及び生徒ヒアリングの報告

③コンセプト及び施設整備方針案の報告

④配置、ゾーニング比較検討、整備ステップに

ついて

⑤第二回学校改築懇談会の開催報告について

⑥質疑応答

⑦閉会の挨拶（学校長）

第三回「石川台中学校学校改築懇談会」を開催しました

令和５年10月13日に、第三回学校改築懇談会が石川台中学校にて行われました。６月末から８月末に

かけて実施したアンケート結果（地域の皆様向け）及び生徒ヒアリングのご報告、改築に当たってのコ

ンセプト及び施設整備方針（案）の作成、建物の配置計画に関することが議題となりました。

2023年（令和5年）12月
発行：大田区教育委員会

実施日時：令和５年10月13日（金）
18時30分から19時30分

場 所：石川台中学校 視聴覚室

・アンケート結果の報告
アンケート結果（地域の皆様向け）のご報告を行いました。

ご協力頂きました皆様、ありがとうございました。

※全対象者の皆様の結果は、開催報告vol.2と同時にホーム

ページへ掲載中です。 こちら

Q：新しい学校にあると良いものは何ですか？

・廊下が狭く、おしゃべりをしていると通行の邪魔になってしまうので広い廊下がほしい

・教室内や廊下に共用スペースがほしい ・静かさもありつつある程度会話が可能な自習室がほしい

・生徒ヒアリングの報告

Q：新しい石川台中学校に残したいもの、雰囲気は何ですか？

・学年を超えた交流 ・廊下が直線のため、教室配置が明快で移動しやすいところ

生徒代表の皆様にご協力いただき、区職員、支援事業者と

直接意見交換を行う生徒ヒアリングを実施しました。

アンケートの質問を深掘りし「新しい学校にあると良いも

の」「未来の石川台中学校に継承したいもの」について、

様々なご意見をいただきました。コンセプト・施設整備方針

案を作成するためのキーワード抽出の参考とさせていただく

とともに、今後の設計においても貴重なご意見として活かし

てまいります。

>> 以下、結果一部抜粋

・コンセプト及び施設整備方針案について

・コンセプト案

石川台中学校の伝統と学年を超えたあたたかい繋がりを尊び、
多様性を受容するアットホームな学び舎

～「言葉の力」「感性」「未来を切り拓く力」を育む、新しい時代に
ふさわしい彩り豊かな学びの空間の実現～

・施設整備方針案

学び：国語教育や学校図書館を中心に学習意欲を刺激する空間づくり

生活：心身ともに豊かな３年間を過ごせる心地良い空間づくり

共創：誰もが「共に育つ」ことができる多様な学びの空間づくり

安全：防犯や防災に配慮し、誰もが利用しやすく安心安全な施設づくり

環境：呑川緑道軸に接する豊かな周辺環境に調和し、省エネルギー化を目指した施設づくり

https://www.city.ota.tokyo.jp/kyouiku/gakukyou/shisetsu_kaichiku/ishikawa-dai-chuu_kaichiku.files/questionnaire_matome.pdf


大田区立石川台中学校 学校改築懇談会 開催報告 vol.3
2023年（令和5年）12月
発行：大田区教育委員会

・配置、ゾーニング比較検討、整備ステップについて

改築後の配置計画について、計画条件を前提として４つの案をお示しした上で、各案の良い点、気にな

る点、改築を通して配慮すべき点等について意見を出し合いました。

ご不明な点やご意見については、下記担当までご連絡ください。
問合せ先：大田区教育委員会事務局 教育総務課 施設担当 ℡ 03-5744-1399  mail :  t-kyouiku@city.ota.tokyo.jp

・主な質疑応答、ご意見

Q：身近に緑を感じられる環境が石川台中のアットホームな雰囲気を作り出していると思われるため、コンセプトや

施設整備方針の中に緑に関するワードがもう少し必要ではないか。

→「彩り豊か」という部分に緑に関する内容も含めて考えており、移植可能な木については移植を検討していく。

Q：コンクリートの打放しよりも、木材を利用した校舎が望ましいのではないか。

→木材を利用した校舎づくりを想定している。

Q：体育館と武道場を重層化して、制限を超えないよう高さ12ｍ以下とすることはできないか。

→区の基準として定めている体育館・武道場の天井高さを考慮すると制限の12ｍを超えてしまうため不可である。

Q：プール使用不可期間はどれくらいか。工事中の校庭が狭くなる案を採用した場合は、どこかに移動するのか。

防災倉庫は体育館と同じフロアになるか。

→案により異なるが、基本的には近隣校等のプールを、グラウンドも近隣校や河川敷を借用することが考えられる。

防災倉庫は、避難所となりうる体育館付近で同フロアに設置することが多い。

・参考：既存校舎


